









































（2006 年 3 月 1 日施行、以下「処罰法」）、および《中华人民共和国出境入境














法は、1. 憲法 “宪法”、2. 法律 “法律”、3. 行政法規 “行政法规”、4. 地方性法規 “地
















ルである（7）。そして、「処罰法」は、全 6 章・合計 118 条からなり、総則では、
当該法制定の理由、法律の適用対象、処罰の手続きなどを定めている。治安
行政処罰は、社会危害性はあるものの犯罪とするほどではないという場合を









各条文の挙げ方だが、日本の法律の場合、「条」は、第 + 漢数字 + 条、「段」
は数字なし、「項」はアラビア数字、「号」は漢数字の形式をとる。一方、中
























日本 条：第一条 段：前段 項：2 号：一
























































































































































“给” の用例はなく、主に “与”、“对”、“对于”、“向” が用いられる。
このうち特に “向” の用法が口語と比べて特徴的である。“向” は介詞とし
ての用法と、単音節動詞の後ろに付いて方向動詞（補語）として使う用法（“飞
向东南”、“走向胜利” など）がある。しかし、後者の方向動詞としての用例





向 ...宣读、向 ...宣告の “. . .” には主に「ヒト」が入る。









19 条第 4 項）
（22）在边远、水上、交通不便地区、公安机关及其人民警察依照本法的
规定作出罚款决定后、被处罚人向指定的银行缴纳罚款确有困难、经被处







（24）向场内投掷杂物、不听制止的；（「処罰法」第 24 条第 5 項）
これらの場所は “公安机关” や “指定的银行” など具体性の高い名詞が使わ
れている。この “场内” は具体性が低いように見えるが、「処罰法」の第 24
条は、スポーツや文化的の催しが開催される場所という限定が付いているた
め、ある程度特定された場所と見做しうる。






























表 3 にあるように、「処罰法」に関しては “没有” と “未” は同程度の割合で
使われているが、「管理法」に関しては、“没有” の使用は 1 例にとどまる。
試みに、《中华人民共和国著作权法》（「著作権法」）、《中华人民共和国网络安
全法》（「サイバーセキュリティ法」「安全法」）を加えた用例をみると、いず





表 3　“未” と “没有” の用例数（のべ数）
未 没有
「処罰法」 6 例 8 例
「管理法」 19 例 1 例
「著作権法」 9 例 5 例







第 64 条第 2 項）
（31）因监护人或者其他负有监护责任的人未尽到监护义务、致使未满 16
周岁的外国人非法居留的、对监护人或者其他负有监护责任的人给予警告、
可以并处 1000 元以下罚款。（「管理法」第 78 条）
（32）未持有效出境入境证件或者拒绝、逃避接受边防检查的；（「管理法」













































































“违反治安管理的行为人”、“有违反治安管理行为的人” など “的” で接続するの
が一般的である。また、“县级以上地方各级人民政府公安机关（第 7 条）”（県
レベル以上の地方の各級の自治体の公安機関）という語も “县级以上地方的


























































































“以下” である。しかし、中国語の口語では、数値の “5 以上”、“5 以下” は “5”
を含まない場合がある（19）。そして一般の中国語の授業においては、この点
が強調されることもあろう。
例えば、中国のウェブ・サイト “百度” の “骰子” の項目には、サイコロ遊
びのルールが書かれている。このゲームは、6 つのサイコロを振り、4 の目






「. . . 4 回は四進、（5 回）順子は対堂、6 回以上は状元」となるが、「状元」

















200 元の罰金」、“五百元以下罚款” は「最大 500 元の過料」、“五日以上十日












日本語 書面語 品詞 口語
当事者 当事人 名詞 有关的人、相关人员
案件 案件 名詞 案子
この 本（法） 代名詞 这（批）
その 其 代名詞 这、那
他人 他人 代名詞 别人
～のために 为 wèi 介詞 为了
～と 与 介詞 和、跟、同
～を除いて 除～外 介詞 除了～以外
それぞれ～である 分为～ 副 + 動 分别是～
法に則り 依法 副詞 按照法律
していない 未 副詞 还没有
ない 无 副詞 没有
与えない 不予 副 + 動 不给
しなくてはならない 应当 助動詞 应该、必须
かつ、また 并 接続詞 而且、并且
酔いからさめる 酒醒 名 + 動 醒酒
繋辞 为 wéi 動詞 是
妨害する 妨害 動詞 打扰、阻碍、妨碍
あたえる 给予 jǐyǔ 動詞 给
投げる 投掷 動詞 扔
取り扱う 办理 動詞 办、办手续
変換する 退还 +人 動詞 还给 +人
販売する 拍卖 動詞 卖
そそのかす 教唆 動詞 叫别人做坏事
脅迫する 胁迫 動詞 威胁
だます 诱骗 動詞 骗、欺骗
デマを飛ばす 扬言 動詞 放话
徒党を組む 结 動詞 结集成一伙儿、勾结起来
殴る 斗殴 動詞 打、打架
履行する 履行 動詞 办、执行、实践
告知する 告知 動詞 告诉
酒に酔った人 醉酒的人 動 + 名 酗酒、喝醉、醉汉













































（5） 「処罰法」第 25 条第 1 項「散布谣言、谎报险情、疫情、警情或者以其他方法故
意扰乱公共秩序的。」また北川佳代子・周舟（2016）参照。例えば、デング熱で





















 ・询问笔录应当交被询问人核对；（「処罰法」第 84 条）
（12） 杨寄洲（2005:207）参照。“天安門坐北朝南。” は言えるが、“* 天安門坐北向南。”
は非文となる。











（17） “过” は “曾～过” との連語で使用される用例がある。“六个月内曾受过治安管理
处罚的。”（「処罰法」20 条）
（18） 中国における数え年 “虚岁” の数え方は数種類あるが、出生時に 1 歳となること
は共通である。その違いは年齢の重ね方にあり、1 歳年をとる節目が、旧正月 “春
节” である場合や、旧暦による出生日である場合がある。日本における数え年は、
新暦の 1 月 1 日で 1 歳年をとる。
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